
  2012 年 自然科学研究教育センター・ シンポジウム

放射線科学と社会

13:00－13:10　開会のあいさつ　 長谷山　彰（慶應義塾教育担当常任理事）

慶應義塾大学 日吉キャンパス  協生館多目的教室２

2012年 11月 26日（月）13:00 ～ 18:10

無料 (学生の来場歓迎 )     会場準備の都合上、 塾外の方は 事前申し込みをお願いします。

日時

場所

参加費

18:00－18:10   閉会のあいさつ　 小林宏充（副所長・法学部教授）

前立腺ガンへの放射性同位体ヨウ素による
小線源療法

15:45▶16:30 16:30▶17:15 17:15▶18:00 

放射線治療最前線福島県内の放射能汚染と除染、
そして今後の課題

申し込みメールアドレス

〒223-8521 横浜市港北区日吉 4-1-1        Tel: 045-566-1111　
（日吉キャンパス来往舎１階）慶應義塾大学 自然科学研究教育センター事務局連絡先

URL: http://www.sci.keio.ac.jp/        メール：office@sci.keio.ac.jp

13:10▶13:55 14:40▶15:25

放射性物質の
大気拡散について

講演１ 13:55▶14:40 講演２ 講演３

講演４ 講演５ 講演６

寺沢和洋（所員・医学部助教・
宇宙航空研究開発機構 宇宙医学生物学研究室 主任研究員）

井上浩義（所員・医学部教授）

 友澤森彦（所員・法学部助教）

茂松直之（医学部教授）

新野 宏 （東京大学大気海洋研究所 所長 / 教授・
                                                                    （社）日本気象学会理事長）

放射線の野生生物に対する
影響について

地球の放射線・宇宙の放射線
  2011 年は定量性元年

   片山善博（法学部教授・元総務大臣・
                                                                  元鳥取県知事）

原子力行政と自治体の苦悩

放射線科学と社会
慶應義塾大学 日吉キャンパス  協生館多目的教室２

2012年 11月 26日（月）13:00 ～ 18:10

無料 (学生の来場歓迎 )     会場準備の都合上、 塾外の方は 事前申し込みをお願いします。

「文部科学省放射線量等分布マップ拡大サイト /電子国土」掲載：航空機モニタリングによる Cs-137 の沈着量の図
　（日本原子力研究開発機構永井晴康氏による改変）


